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信州環境パートナーシップだより信州環境パートナーシップだより
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信州エコポスターコンクール 2022
小学生・高学年の部　最優秀作品
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環境キーワード解説 『30by30（サーティ・バイ・サーティ）』

　30by30 とは、2030 年までに陸と海の 30％以上を健全な生態系として効果的

に保全しようとする目標のことです。

　2022 年 12 月、世界の生態系保全の方策について話し合う「生物多様性条約第

15 回締約国会議（COP15）」において、30by30 目標を主なターゲットとする「昆

明・モントリオール生物多様性枠組み」が採択されました。

　現在、我が国では、陸域の 20.5％、海域の 13.3％が保護地域に指定されています。

　国では、2022 年４月、「30by30 ロードマップ」を公表し、国立公園等の保護地域の拡張と管理の質の

向上を図るほか、保護地域以外で生物多様性保全に資する地域の設定・管理に取り組むこととするなど、目

標達成に向けた道筋を示しています。
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　2050 ゼロカーボンを実現するためには、産学官、あらゆる主体の参画と世界の英知の結集が必要です。
そこで、長野県は、分野や世代、地域を超えた様々なひとたちが共創する「場」である「ゼロカーボン社会
共創プラットフォーム（愛称：くらしふと信州）」を立ち上げました。

●オープニングセレモニー　～くらしふと信州が目指すもの～
　阿部知事から「くらしふと信州では 2 つのことにチャレンジしていく。1 つは 2030 年度までに（2010
年度と比べて）温室効果ガスを 6 割削減すること。もう 1 つは産・学・官の本当の意味で対等な共創を目指
すこと。世界の英知を結集し、温室効果ガス 6 割削減と真の共創をつくっていきたい」とのスピーチがあり
ました。

●第 1 回トップランナーセミナー　～ゼロカーボンで実現する信州の未来～
　オープニングセレモニーに続いて、産業・教育・地域活動の各分野のトップランナーが「ゼロカーボンで
実現する信州の未来」をテーマに、それぞれの思いを語り合いました。

　令和 5 年 1 月 13 日（金）には長野市内に拠点施設を開設し、「オープニングセレモニー」と「第 1 回トッ
プランナーセミナー」をオンラインで開催しました。

くらしふと信州の拠点施設が開設されましたくらしふと信州の拠点施設が開設されました
～～ ""共創共創"" でゼロカーボン社会を実現するプラットフォーム～でゼロカーボン社会を実現するプラットフォーム～

「くらしふと信州」に込めた想い
　�　足元の“暮らし”を“ふと”立ち止まって見つめ直し、心地よさや心の豊かさを感
じられる、自然と調和した美しい暮らしへの「シフト」をうながす。
　�　分野と世代を超えた様々なひとたちの共創によって、各地域の自然・文化的資源を
再発見・再編集し、地域の「くらしふと」を進めていく。

中央通り沿いの旧店舗を断熱リフォーム。室内は県内産のカラマツをふんだんに使用。

〇登壇者（左から）
　東京大学未来ビジョン研究センター教授　高村 ゆかり 氏（WEB 参加）
　中間貯蔵・環境安全事業株式会社代表取締役社長　小林 正明 氏
　NPO 法人上田市民エネルギー理事長　藤川 まゆみ 氏
　長野県知事　阿部 守一 氏
　千葉商科大学基盤教育機構准教授　田中 信一郎 氏

動画はこちら
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　くらしふと信州では、参加者の募集を行っています。参加登録は、個人・団体、国内外を問わず、どなた
でも簡単にできますので、多くの皆様のご参加をお願いいたします。

「国際ゼロカーボン会議2023」が開催されました「国際ゼロカーボン会議2023」が開催されました

【問合せ先】くらしふと信州（長野県 環境部 環境政策課）
TEL：026-405-6493　 E-mail：kurashifuto@pref.nagano.lg.jp

「くらしふと信州」にご参加（参加登録）いただくと、
　❖仲間を募って取り組みたい企画の提案、立ち上げ
　❖様々な方と共に学び、発信するためのセミナーなどの企画、開催
　❖これらプロジェクトや学びの企画などの情報の入手、参加
　　などを行うことができます。 参加登録はこちら

　長野県とフィンランドの教育機関が連携し、気候変動や環境問題
に関心のある県内及び世界中の学生、企業、NPO 等が集まり取組の
共有や意見交換を行う「国際ゼロカーボン会議 2023」が令和 5 年
2 月 8 日（水）・9 日（木）の 2 日間、オンラインで開催されました。
　本県及びフィンランドのほか、ザンビア、ポーランド、アルゼン
チンなど 7 カ国から登壇いただきました。

DAY1　地域資源を活用したライフスタイル

DAY2　気候変動が地域ビジネスに与える影響とその対応

　白馬インターナショナルスクール代表理事の草本朋子さん、食とエネルギーの自給に取り組む NPO 法人
まめってぇ鬼無里の原田麻里子さん、木材を活用したサステナブルなヨガマットをつくるフィンランドのス
タートアップ企業の代表、そしてファッションデザインの観点からサステナビリティを研究する専門家から、
それぞれの地域資源を活用したライフスタイルについて紹介がありました。
　また、県内の学生からは、東海大学付属諏訪高等学校３年の両角みなみさん、長野県屋代高等学校２年の
轟真帆さんが独自の研究内容を、信州大学３年の岸野奏さんが大学でのコンポスト拡大の挑戦について発表
しました。

　ザンビアで起きている気候変動に対して、どのように適応していくのか学術的な知見を共有いただいたほ
か、信州ブランドアワード 2021 において、脱炭素をテーマとした「しあわせ信州部門賞」を受賞された宮
島酒店の宮島敏さんや、フィンランドでサステナブルツーリズムに取り組む宿泊施設の代表から、ビジネス
の観点で気候変動に対してどのような対応ができるのかについて紹介がありました。
　また、県内の学生からは、信州大学修士１年の井内亮祐さんが上田紬に着目し、地場産業への気候変動影
響調査について発表しました。
　アーカイブ（日本語通訳付き）をぜひご覧ください。

アーカイブはこちら

【問合せ先】長野県 環境部 環境政策課
TEL：026-235-7169　FAX：026-235-7491　E-mail：kankyo@pref.nagano.lg.jp
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エコロジー掲示板

発行日／令和 5 年 3 月 31 日
発　行／信州豊かな環境づくり県民会議
事務局／長野県環境部 環境政策課
TEL ／ 026-235-7169（直通）
URL ／ https://www.pref.nagano.lg.jp/kankyo/kenminkaigi_tamaki.html

きれいな信州環境美化運動きれいな信州環境美化運動
「ごみゼロの日」統一美化キャンペーンが実施されます「ごみゼロの日」統一美化キャンペーンが実施されます

令和５年度信州環境カレッジの登録講座を募集します令和５年度信州環境カレッジの登録講座を募集します

令和４年版長野県環境白書が発行されました令和４年版長野県環境白書が発行されました

5 月 30 日は「ごみゼロの日」です。この日を含む「ごみゼロの日」統一美化キャンペーン期間中、お住まいの
地域や観光地などで、多くの県民の皆様の参加により、環境美化活動が実施されます。

住む人、そして訪れる人が快適に過ごせる“美しい信州”になるよう、県内各地で実施される環境美化活動に参
加してみませんか？
● キャンペーン期間：令和 5 年 5 月 28 日（日）～ 6 月 30 日（金）
● 一 斉 行 動 日：令和 5 年 5 月 28 日（日）

　長野県では、環境に関する県民の学びを拡大し、豊かな自然環境の保全や持続可能な社会を支える人づくりを進
めるため、県内の環境に関する講座情報を一元化して発信する「信州環境カレッジ」事業を推進しており、登録講
座を募集しています。
　信州環境カレッジに講座を登録すると、WEB サイトで講座開催の告知や開催結果を紹介するほか、講座を主催
する個人や NPO 法人等を対象に講座開催経費の一部を支援します。
　信州環境カレッジについて詳しく知りたい場合は、WEB サイトにアクセスいただくか、運営事務局までお問合
せください。

（信州環境カレッジ WEB サイト）　https://shinshu-ecollege.pref.nagano.lg.jp/

　長野県では、長野県環境基本条例に基づき、県内の環境の状況や環境保全に関して講じた
施策を公表すること、また、県民の皆様の環境に対する関心を高め、環境保全活動に取り組
む契機とすることを目的に、昭和 48 年以来「長野県環境白書」を発行しています。
　この度、第 50 刊目となる「令和４年版長野県環境白書」が発行されました。長野県公式ホー
ムページからダウンロードができます。
　　　　（長野県公式ホームページ）

https://www.pref.nagano.lg.jp/kankyo/kurashi/kankyo/hozen/kankyohakusho/index.html

【問合せ先】長野県 環境部 資源循環推進課
TEL：026-235-7187　FAX：026-235-7259　E-mail：junkan@pref.nagano.lg.jp

【問合せ先】信州環境カレッジ運営事務局（一般社団法人長野県環境保全協会）
TEL：026-237-6620　FAX：026-238-9780　E-mail：shinshu-ecollege@nace-portal.jp

【問合せ先】長野県 環境部 環境政策課
TEL：026-235-7169　FAX：026-235-7491　E-mail：kankyo@pref.nagano.lg.jp

　　　　　美しい信州の未来のために、年間を通じて皆さんのご協力をお願いします。
　　　　　　　〇ごみのポイ捨てはやめましょう。
　　　　　　　〇職場や地域の清掃活動等に積極的な参加をお願いします。
　　　　　　　〇観光地等にお出かけの際には、ごみの持ち帰りをお願いします。
　　　　　　　○缶・びん・ペットボトルなどは資源として分別し、リサイクルをお願いします。

お願い


